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5世紀.1 
女 ・・・元総社蒼海遺跡群(40)・(41) 

6世紀 7世紀 8世紀

遠見山古墳前方後円境70m .4 愛宕山古墳 方境56m・家形石棺・5 玄犠山首績方境60m.家形石棺・ j奈喰
.2 王山吉筑前方後円境76m .6 蛇穴山古墳 方墳43m・漆喰

大前方後円墳
群雄割拠の時代

.3 総社二子山古墳
前方後円墳9伽1

大方墳と山豆腐寺
古代..の中心

元総祉蒼海区画整理事業に伴う発掘調査

元総祉蒼海遺蹄群(40)・(41)_r上野国府ぬマ千JC;)様子~
平成24年9月1日開催

前橋市三倶町2-10-2前橋市教育零員会文化財保護諜
電話027-231-9531

現地説明会資料/平成24年9月1日/前橋市教育委員会

元議社蒼海土地区画整理事業 1

元総祉蒼海遺蹄群(40)・(4J) _ f上野国府G}マ千JG}様子~

I古墳時代c;)~e~56号住居蹄l
1辺自1約7m毛ある大き移住居蹄芭毒。ごぬ住居白内マドI~. 面倒に造局れ乞い春し~"比較的
残叫が良〈、と乞事丁寧に造局れ記拘マドをあっ庖と思われ雪量if"。土器毛定くさえ出土し苦した。

防じめに
一前前教育零員会芭I~. 平成五年「
慮抱向元総社蒼海土地区画整理事業 |

!に伴号、埋蔵文化財ぬ発掘調査を実
施しZ審，¥1.1苦し定。
| 元総祉蒼海地区跡、上野国府(ごう
すけごく13¥)があっ定と措定される、古
代に蔚ける群馬県白政治・経渚・文化 1 

G拠点と考え勾れ乞いる場所定if"。
本年慮ぬ発掘調査地I~. 土野国分 ; 
寺蹄に隣持し、過去向調査をも多〈ぬ
遺情や遺物が見つ泊目っτい手if"。現時
点幸吉C)調宣言、縄文時代か局平安

時代彦君、長い時代にわ提言る遺構・遺 l 

物が多数見つかり苦し定。 I
今回ぬ現地説咽会宮跡、発掘され記

遺構や遺物をご覧いEだき、いにしえ
ぬ時代に生き記入々に、想い壱馳世-rl

| 制定I~いかがをしsろか。

⑧ 
案内図

q 



遺蹄c;)概事
[元総祉蒼海遺蹄群40J
本選蹄到底縄文時代ω住居蹄・土縞(とごう)、古墳時代自吟平安時代(10世紀)
ぬ住居蹄惨とが見つか'1審し定。縄文時代c;;)住居蹄leI=.鈎5000年前ぬ前期(諸鳴b
式)と約4000年前ぬ中期(加曽利E式)ぬニつぬ時期ぬ毛ぬか見つかり審しE。古墳時
代以降leI=鈎1200年前向前期自吟平安時代審芭c;;)住居蹄が見つか凡をぬ中にleI=古い
住居蹄が埋審っ定あとに建乞局ねた毛ぬもおり毒した。
珍しい遺構とし'ClëI=.銀製品を作る鍛冶(力む)遺構1J'~"審苛。審定、土野国府が近
くにあっ定ごとを想像さ世る、役人c;;)帯ぬ飾'It:ある丸輔(馨るとも)も見つ抱句乞い審

⑩ I縄文時代前期白土稿!
縄文時代ぬ前期・諸鴫b式と呼隠れる土儲を伴う
土縞が横出さ机苦しE。
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i元総祉蒼海遺蹄群41J 
今回ぬ調宣言leI=.現時点芭古墳時代か局平零時代(10世紀)に及，3¥様々 砂時代c;;)住居蹄惨とが発
見され乞い彦司。中古毛古墳時代ぬ住居蹄芭leI=.一辺が絢7mもある占う毒事大き移住居蹄が見つか'1苦
し定。拘マドぬ残'16良〈、遺物が多数出土し号告し定。
見つ抱句定住居蹄leI=.平安時代c;;)事ぬか最も多く、瓦を再利岡し定拘マドや石材奄多聞し定拘マド
惨と、拘マドc;;)遺品11J'/(11:r.ーショシIこ富九芭いるぬも特僚をす。
さ局に、今回leI=奈良三彩(お勾さAさい)陶器ぬ蓋片や金ぬ付いE土器移と、と'C6珍しい遺物が
見つ抱句乞い号豊富彦。
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⑧[建Z替え弓机tc22号住居陣l
~G)古墳時代。佐居蹄にlëI:.庫面がZ株高1.，、内
マドが遺品l嘗え局担審し記。
指築時leI:、東側に拘マド壱持つ住居芭しtcfJ1、
老向後、一圃1.，大きく'17ォ一色し、拘マド毛北側
に遺品l替え苦し定。

r I、ーーー・.t--.ー----l

⑮[乱輔白出土l
20号住居蹄か局丸輔と呼I事ねる、役人ぬ帯
に付け局者l.tc飾品'fJ1出土し苦し定。土野国府が近
くlこ高っ定ごとか想像古老審可。(写真。在)

※穆考写真右白乱開l歩、元総祉蒼海(38)出土

⑮[鏡冶遺構]

録ぬ製晶(7]子~~)を作成しtcl!:.考え局ね
る小鍛冶と呼隠れる遺構事積出され苦し記。

最終ぬ製晶に移る前向棒状白銀製品志保存状

態d:<出土し審し記。

⑨[縄文時代中期ぬ住居蹄l
縄文時代中期・加曽利E式と呼l#tI.る土鶴がEくさ
九出土し定住居蹄芭可。中央付近と措定される部分

自内陣、底を欠い底土器が、'*に埋め局机E状態芭出
土し苦しE。

⑧ [56号住居蹄l
拘マド肉部や、をぬ周辺自内

定くさんG土宿泊1出土し苦し
定。

⑥[盆ぬ付いE原軸陶器ぬ出土l
34号位置蹄か句原軸陶鶴(かいゅうとう
ま)が出土し審し定。金leI:.之ぬ器ぬ肉面に
付着しZい苦し定。


